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	 行 事 名
	武庫川渓谷・名塩～武田尾の自然観察

	実施日時
	平成30年　2　月　8　日（　木曜日）　9時30分　～14時30分　　天候：晴れ

	場　所
	旧福知山線・廃線跡の武庫川渓谷・名塩～武田尾

	テーマ
	武庫川渓谷の景観と樹木・冬芽観察

	講師
	児玉　勝久　講師

	聴講者数
	３９名

	内容
（項目と概要）
	　廃線跡は一昨年整備され、地面の凸凹も少なく歩きやすくなっていた。ただ数日前より寒波到来、日影部分、トンネル内の水の漏出部分などは凍り、ツララも見られた。
　武庫川河畔の柵には古いレールが使われていて、大橋氏より説明があった。レールには「カーネギー・ＵＳＡ・１８９６」の刻印があり、１２０年以上前のアメリカ製で福知山線の始まりの頃を知ることができた。
＜観察ルート＞

　　　ＪＲ名塩駅～武庫川右岸の旧福知山線廃線跡～上流方向～武庫川左岸～桜の園入口前広場で昼食～旧武田尾集落・駐車場付近（ＷＣ）～温泉橋を渡る～武庫川右岸を上流方向へ～上流の橋から左岸へ～ＪＲ武田尾駅

＜名塩駅～桜の園付近＞

　　　歩き始めてすぐ道路にセンダンの白い実が多数落ちていて、樹上にヒヨドリ。実が落ちている＝鳥が来ている。ヤマコウバシは落ちない薄茶色の葉がついたまま。アブラチャンも同様だが葉柄が長く水分が少なくカサカサした感じ。冬芽も観察できた。スギは雌花（始めから球果）がつき、陽の当たるところは紅葉している（他は緑）。ナンテン、テイカカズラも同様。冬の紅葉があることを知る。（ヒノキは紅葉しない。）又、クマノミズキの一年枝も陽当たり側のみ紅い。ペン先の様に鋭く尖った冬芽。ナナミノキが多く見られ葉はどんぐりに似ているが葉柄が赤く、鋸歯、光沢がある。（ブナ科の種は殆ど頂生側芽を持つが本種はない）アラカシ、フユザンショウ（葉が残っている）、クリ、ニシキギ、キササゲ、ネズミモチ、ホソバタブ、タブノキ（頂芽が１つでここから側枝を出す）などの冬芽を観た。
＜桜の園付近～武田尾駅＞

　午後からは右岸へ。陽当たりが無く、冷える。両岸の温度差を感じる。ジャケツイバラの豆果や３つ並んだ冬芽を見、ケンポナシの甘い果軸を食べ、ヤマノイモの６室に１つづつの種子を出し、又、ガガイモの袋果の中に白い毛を折り畳んで並び、順に飛び出す種子の構造に驚嘆しながら冬芽などの観察を続けた。コクサギ、ガマズミ、ニガキ、エンコウカエデ、クロモジ、タラ、モミジバイチゴの冬芽、カワラハンノキの雌・雄花序、オレンジ色のスミレモ、節間の一番長いトウチク、ヨコグラノキ等、観察した。


	まとめ
感　想
	切り立った崖の土の無い所に赤松が立ち、その下に深い渓谷。武庫川は大きな露岩の中、乳青色で流れ、流音と共に、レジメの「有馬層群」の地層を意識しながら歩き、「冬」を観察した。常緑のリンボクに実が１つ。クスノキは今年は実がほとんど無い。これは大発生したカメムシの仕業との講師の説明に、改めてクスノキを注視。多くの樹木が冬芽をつけ冬の様相。ノイバラは早くも展葉し始めていた。
　数日前からの寒波だが、当日は、少し弱まり、陽が射し何より風がなく、心地よく「冬」を多数、観察できた。


